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私
た
ち
は
、
ク
ラ
ブ
創
立
三
十
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
、
ネ
パ
ー

ル
に
小
学
校
を
建
て
る
こ
と
を
決
め
、
実
行
し
ま
し
た
。 

 

建
物
の
み
を
建
て
て
寄
付
す
る
こ
と
は
、
一
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で

も
可
能
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
責
任
を
取
っ
た
こ
と
に
は
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
運
営
に
つ
い
て
も
フ
ォ
ロ
ー
し
な
け
れ
ば
、
や
が
て
学
校

は
放
置
さ
れ
、
荒
廃
し
て
し
ま
っ
た
例
は
沢
山
あ
る
よ
う
で
す
。 

 

私
た
ち
は
、
こ
の
こ
と
を
理
解
し
て
、
運
営
に
つ
い
て
も
十
年
間
は

責
任
を
持
つ
こ
と
。
そ
の
間
に
村
は
自
立
を
図
り
、
以
後
の
学
校
の
経

営
に
責
任
を
持
つ
こ
と
。
村
の
自
立
に
つ
い
て
は
、
私
た
ち
も
全
面
協

力
す
る
こ
と
。
以
上
の
約
束
を
村
の
長
老
た
ち
と
交
わ
し
、
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。 

 

そ
の
た
め
に
私
た
ち
は
、
「
ネ
パ
ー
ル
児
童
教
育
振
興
会
」
を
設
立

し
、
他
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
協
力
を
求
め
、
広
く
市
民
の
ご
支
援

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
は
ネ
パ
ー
ル
の

子
供
た
ち
と
深
く
か
か
わ
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 



 
さ
て
、
こ
の
子
た
ち
を
小
学
校
卒
業
で
放
り
出
す
こ
と
が
出
来
る
で

し
ょ
う
か
。
彼
ら
に
と
っ
て
、
以
後
の
教
育
を
受
け
る
機
会
は
永
久
に

失
な
わ
れ
る
の
で
す
。
私
た
ち
は
、
せ
め
て
中
学
校
ま
で
、
更
に
は
二

年
間
の
高
等
部
の
ク
ラ
ス
ま
で
学
校
を
広
げ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し

た
。 

 

次
に
私
た
ち
は
、
ニ
ル
マ
ル
ポ
カ
リ
村
の
振
興
に
深
く
関
与
す
る
こ 

と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

ネ
パ
ー
ル
の
農
村
は
全
く
の
自
給
自
足
の
生
活
で
、
村
に
は
ゴ
ミ
一

つ
あ
り
ま
せ
ん
。
ゴ
ミ
に
な
る
よ
う
な
も
の
は
何
一
つ
無
い
か
ら
で
す
。

ま
た
、
年
寄
り
と
子
供
の
姿
し
か
な
く
、
若
者
は
出
稼
ぎ
に
出
て
、
そ

の
仕
送
り
で
生
活
を
支
え
る
状
態
で
す
。 

 

子
供
の
教
育
環
境
は
劣
悪
で
、
畑
仕
事
や
薪
拾
い
、
子
守
り
や
家
の

手
伝
い
で
学
校
に
行
け
な
い
し
、
行
き
た
く
て
も
学
校
が
近
く
に
無
い

と
い
っ
た
状
態
で
す
。
恐
ら
く
、
農
村
部
に
お
け
る
大
人
も
含
め
た
識

字
率
は
三
割
に
満
た
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。 

政
治
の
停
滞
と
混
乱
に
よ
る
も
の
と
断
言
し
て
は
ば
か
り
ま
せ
ん

が
、
そ
の
た
め
に
こ
そ
教
育
に
力
を
注
い
で
賢
い
国
民
を
つ
く
ら
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。
ま
さ
に
「
ネ
パ
ー
ル
児
童
教
育
振
興
会
」
設
立
の
目
的



で
す
。
会
長
の
篠
隈
光
彦
は
何
度
も
ネ
パ
ー
ル
に
足
を
運
び
、
そ
の
数

は
六
十
回
に
及
ぼ
う
と
し
て
い
ま
す
。
全
て
に
つ
い
て
彼
の
働
き
に
負

う
と
こ
ろ
大
だ
っ
た
の
で
す
。 

 

ど
う
し
た
ら
村
を
、
ひ
い
て
は
ネ
パ
ー
ル
を
豊
か
に
す
る
こ
と
が
出

来
る
か
。
何
か
輸
出
で
き
る
農
産
物
を
作
る
し
か
な
い
、
と
い
う
の
が

私
た
ち
の
結
論
で
し
た
。 

 

色
々
と
模
索
し
た
結
果
、
コ
ー
ヒ
ー
豆
だ
っ
た
ら
日
持
ち
す
る
し
、

比
較
的
栽
培
も
難
し
く
な
く
、
し
か
も
世
界
の
需
要
は
伸
び
て
い
る
。

コ
ー
ヒ
ー
を
村
の
産
業
と
し
て
育
て
よ
う
。
一
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し

た
。
現
在
一
三
年
目
で
す
。
コ
ー
ヒ
ー
の
収
穫
と
日
本
へ
の
出
荷
は
、

徐
々
に
軌
道
に
乗
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

 

今
後
も
様
々
な
課
題
が
横
た
わ
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
私
た
ち

は
「
ネ
パ
ー
ル
児
童
教
育
振
興
会
」
を
中
心
に
取
り
組
み
を
続
け
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ど
う
か
引
き
続
き
の
ご
理
解
、
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 
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ネ
パ
ー
ル
児
童
教
育
支
援
の
あ
ゆ
み

福
岡
博
多
東
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
以
下
博
多
東
Ｌ
Ｃ
）
の
創
立
30
周
年
を
来
期
に
控
え
、
そ

の
記
念
事
業
と
し
て
、
ネ
パ
ー
ル
に
お
け
る
小
学
校
建
設
に
つ
い
て
、
人
道
支
援
の
見
地
か
ら

検
討
を
始
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
留
学
生
会
と
の
協
議
の
結
果
、
最
も
教
育
環
境
の
劣
悪
な
状
態
に
お
か
れ
て
い
る
国
と
し

て
ネ
パ
ー
ル
が
挙
げ
ら
れ
た
。

ク
ラ
ブ
会
員
で
あ
る
山
崎
広
太
郎
が
ネ
パ
ー
ル
の
駐
日
大
使
ケ
ダ
ル
・
マ
テ
マ
氏
と
東
京
の
大

使
館
で
面
談
、
ネ
パ
ー
ル
在
住
の
ダ
ル
マ
・
ア
デ
ィ
カ
リ
氏
等
の
紹
介
を
受
け
る
。

山
崎
広
太
郎
は
ネ
パ
ー
ル
人
留
学
生
シ
ャ
レ
ス
ト
・
ス
ボ
ダ
君
の
同
行
の
も
と
に
、
ネ
パ
ー
ル

各
地
を
訪
問
、
最
終
的
に
前
述
の
ダ
ル
マ
氏
や
現
地
の
ガ
ン
ダ
キ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
の
協

議
の
結
果
、
ポ
カ
ラ
市
郊
外
の
ニ
ル
マ
ル
ポ
カ
リ
村
に
候
補
地
を
絞
る
。

ニ
ル
マ
ル
ポ
カ
リ
村
を
訪
ね
、
村
長
の
カ
マ
ル
・
モ
ハ
ン
・
ポ
ウ
デ
ル
氏
を
は
じ
め
村
の
長
老

や
女
性
た
ち
と
懇
談
し
、
村
の
将
来
と
生
活
の
向
上
の
た
め
に
は
子
供
の
教
育
が
最
重
要
で
あ

り
、
学
校
建
設
に
つ
い
て
強
い
要
望
を
受
け
る
。

ニ
ル
マ
ル
ポ
カ
リ
村
を
候
補
地
と
し
て
持
ち
帰
り
、
そ
の
具
体
化
に
向
け
て
協
議
を
重
ね
た
。

こ
の
間
ネ
パ
ー
ル
に
支
店
を
持
つ
住
友
商
事
に
現
地
交
渉
の
窓
口
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
ネ

パ
ー
ル
で
事
業
を
行
っ
て
い
る
大
林
組
に
設
計
や
監
督
に
つ
い
て
全
面
的
な
協
力
を
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
た
こ
と
は
、
実
現
に
向
け
て
大
き
な
一
歩
で
あ
っ
た
。

博
多
東
Ｌ
Ｃ
の
30
周
年
事
業
と
し
て
正
式
決
定
す
る
。

同
時
に
福
岡
ネ
パ
ー
ル
児
童
教
育
振
興
会
（
以
下
ネ
パ
ー
ル
振
興
会
）
会
長
篠
隈
光
彦

を
発
足
す
る
。
以
後
「
ネ
パ
ー
ル
の
子
供
に
教
育
の
灯
を
」
の
理
念
の
下
に
篠
隈
会
長
の
奮
闘

が
始
ま
る
。
因
み
に
篠
隈
会
長
の
ネ
パ
ー
ル
訪
問
は
今
日
ま
で
60
回
を
超
す
。

博
多
東
Ｌ
Ｃ
会
長
中
島
祥
光
他
役
員
に
よ
る
ネ
パ
ー
ル
訪
問
。
関
係
者
間
の
合
意
成
立
。
施
設

は
小
学
校
と
し
、
教
室
と
職
員
室
を
あ
わ
せ
て
6
室
の
平
屋
建
て
と
す
る
。
ま
た
支
援
期
間
は

10
年
を
限
り
と
し
、
そ
の
間
に
村
の
自
立
を
図
り
、
以
後
は
村
の
経
営
に
移
行
す
る
こ
と
を
柱

と
す
る
合
意
で
あ
る
。

こ
の
と
き
の
メ
ン
バ
ー
山
崎
広
太
郎
に
よ
り
小
学
校
の
完
成
予
想
図
を
絵
画
化
し
、
以
降
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
た
。

　

1997
年　

6
月

7
月

8
月

12
月

1998
年　

1
月



住
友
商
事
の
仲
介
に
よ
り
現
地
の
建
設
会
社
ビ
ラ
ウ
タ
社
と
工
事
契
約
。
起
工
式
は
ネ
パ
ー
ル

振
興
会
の
代
理
と
し
て
住
友
商
事
の
吉
開
氏
に
出
席
し
て
い
た
だ
く
。

ネ
パ
ー
ル
振
興
会
は
機
関
誌
「
ネ
オ
パ
ル
」
を
創
刊
す
る
。

建
物
の
建
設
に
至
る
ま
で
の
経
過

学
校
用
地
は
村
所
有
の
土
地
と
周
辺
6
名
の
個
人
所
有
の
土
地
が
無
償
提
供
さ
れ
た
。
村
は
小

高
い
山
々
の
両
斜
面
に
畑
と
民
家
が
点
在
す
る
と
い
う
形
で
あ
る
が
、
学
校
用
地
は
そ
の
頂
の

稜
線
に
あ
っ
て
、
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
の
山
並
み
を
望
む
一
等
地
で
あ
る
。

し
か
し
村
に
は
人
道
し
か
な
く
、
仮
設
の
取
り
付
け
道
路
を
つ
く
る
に
も
、
村
人
の
汗
と
人
力

に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
建
設
に
関
連
す
る
様
々
な
協
力
や
校
舎
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て

も
村
人
は
率
先
し
て
行
っ
た
。

建
設
の
工
事
完
了

完
成
検
査
を
済
ま
せ
、
建
設
会
社
ビ
ラ
ウ
タ
社
よ
り
引
き
渡
し
を
受
け
た
上
で
、
博
多
東
Ｌ
Ｃ

中
島
会
長
よ
り
カ
マ
ル
村
長
に
対
し
て
、
建
物
の
贈
呈
が
な
さ
れ
た
．
学
校
名
は
「
福
岡
ニ
ル

マ
ル
ポ
カ
リ
小
学
校
」
に
決
定
。
同
時
に
カ
マ
ル
村
長
を
会
長
と
す
る
学
校
運
営
委
員
会
（
Ｓ

Ｍ
Ｃ
）
が
立
ち
上
げ
ら
れ
た
。

ニ
ル
マ
ル
ポ
カ
リ
小
学
校
が
開
校
。

ネ
パ
ー
ル
の
新
年
度
が
7
月
の
た
め
で
あ
る
。
小
学
校
は
5
年
制
で
あ
る
が
、
学
力
に
応
じ
て

幼
稚
園
ク
ラ
ス
30
名
、
1
年
生
ク
ラ
ス
34
名
、
2
年
生
ク
ラ
ス
31
名
、
3
年
生
ク
ラ
ス
22
名
で

合
計

117
名
の
新
入
生
で
あ
る
。
職
員
は
校
長
他
6
名
で
あ
る
。

開
校
祝
賀
式
典
の
開
催

福
岡
か
ら
ク
ラ
ブ
会
員
や
市
民
の
参
加
も
得
て
、
総
勢
47
名
が
出
席
。
前
年
福
岡
市
長
と
な
っ

た
山
崎
広
太
郎
も
晴
れ
の
参
加
と
な
っ
た
。

保
護
者
会
の
開
催

毎
月
実
施
す
る
こ
と
に
し
、
1
回
目
は
30
名
程
度
で
あ
っ
た
が
、
2
回
目
は

120
名
の
出
席
が
あ

り
、
家
庭
の
中
の
教
育
に
関
す
る
意
識
の
向
上
が
み
ら
れ
る
。

5
月

6
月

1999
年　

1
月

7
月

10
月

2000
年　

6
月



各
方
面
か
ら
の
支
援

こ
こ
で
ネ
パ
ー
ル
に
お
け
る
学
校
建
設
お
よ
び
運
営
に
対
し
て
、
各
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
を
は

じ
め
多
く
の
団
体
や
個
人
の
方
々
か
ら
多
大
の
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
の
で
、
そ
の
主
な
も
の

を
記
し
て
お
き
た
い
。

◎
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会

　　

博
多
東
Ｌ
Ｃ
、
福
岡
那
の
香
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
お
よ
び
ガ
ン
ダ
キ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
共

　

同
に
よ
る
国
際
人
道
支
援
事
業
と
し
て
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
よ
り
1

　

万
ド
ル
の
交
付
を
受
け
る
。

◎
ネ
パ
ー
ル
振
興
会
会
員
の
市
民
有
志
１
７
０
０
名
の
会
費
支
援

◎
福
岡
市
私
立
幼
稚
園
連
盟

　
　
　
　
　
　
　

　

ネ
パ
ー
ル
振
興
会
に
対
し
て
、
ネ
パ
ー
ル
の
児
童
教
育
支
援
金
と
し
て
募
金
が
行
わ
れ
、　

　

8
年
間
に
亘
っ
て
総
額
1
千
万
円
の
浄
財
が
寄
付
さ
れ
た
。

◎「
桂
文
珍
」
チ
ャ
リ
テ
ィ
独
演
会

　
　
　
　
　
　
　

　

ベ
イ
シ
テ
ィ
21
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
の
共
催
で
、
7
回
に
わ
た
っ
て
行
な
わ
れ
、
事
業
資

　

金
の
獲
得
に
貢
献
し
た
。

◎
福
岡
ふ
よ
う
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
甘
木
（
現
朝
倉
）
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
校
舎
増
築
資

　

金
提
供

◎
福
岡
鶴
城
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
30
周
年
事
業
と
し
て
図
書
館
の
建
設
寄
贈

開
校
1
周
年
記
念
式
典
の
開
催

福
岡
か
ら
27
名
の
出
席
の
も
と
行
わ
れ
た
。
校
門
か
ら
の
道
の
両
側
に
子
供
た
ち
が
並
び
、
手

作
り
の
小
さ
な
花
束
を
競
っ
て
私
た
ち
に
渡
す
姿
に
、
大
い
に
感
激
す
る
。

し
か
し
、
開
校
時

117
名
の
入
学
生
の
う
ち
47
名
が
留
年
す
る
と
い
う
事
態
に
直
面
し
、
学
校
は

二
の
次
と
い
う
親
が
ま
だ
多
い
と
い
う
こ
と
を
実
感
す
る
。
次
年
度
か
ら
は
「
学
校
に
行
こ
う
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
出
席
率
の
向
上
を
第
一
目
標
と
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
後
は
圧
倒
的
に

改
善
さ
れ
、
成
績
も
上
が
り
、
留
年
生
も
い
な
く
な
っ
た
。

2000
年　

11
月



校
舎
増
築
工
事
に
着
手

生
徒
の
進
級
と
と
も
に
必
然
的
に
教
室
が
不
足
す
る
。
更
に
根
本
的
な
問
題
で
あ
る
が
、
小
学

校
の
み
に
と
ど
め
る
か
ど
う
か
で
大
い
に
悩
む
こ
と
と
な
っ
た
。
取
り
あ
え
ず
隣
接
の
土
地
に

一
階
部
分
の
み
の
4
教
室
の
増
築
を
決
定
す
る
。

村
人
た
ち
は
こ
ぞ
っ
て
、
こ
の
学
校
へ
の
愛
着
を
深
め
、
そ
の
重
要
性
を
強
く
認
識
し
、
合
わ

せ
て
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
活
動
へ
の
信
頼
を
高
め
て
、
さ
ら
な
る
上
級
ク
ラ
ス
の
設
置
を
強

く
要
望
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
一
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
能
力
と
し
て
は
こ
れ
が
限

界
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
れ
以
後
は
、「
ネ
パ
ー
ル
の
子
供
に
教
育
の
灯
を
」
を
掲
げ
、
多
く
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

や
団
体
・
個
人
の
協
力
を
引
き
出
し
て
き
た
ネ
パ
ー
ル
振
興
会
と
そ
の
会
長
で
あ

る
篠
隈
光
彦
の
熱
意
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
で
あ
っ
た
。

福
岡
に
ネ
パ
ー
ル
名
誉
領
事
館
開
設
。
初
代
名
誉
領
事
に
篠
隈
光
彦
ネ
パ
ー
ル
振
興
会
会
長
が

就
任
。

福
岡
ネ
パ
ー
ル
児
童
教
育
振
興
会
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
認
定
さ
れ
、
理
事
長
に
篠
隈
光
彦
が
就
任
。

福
岡
ニ
ル
マ
ル
ポ
カ
リ
小
学
校
に
図
書
館
完
成
。

福
岡
鶴
城
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
創
立
30
周
年
記
念
事
業
と
し
て
図
書
館
を
建
設
し
寄
贈
さ
れ

た
。「
虹
の
図
書
館
」
と
命
名
。

第
一
期
卒
業
生
30
名
を
送
り
出
す
。

ネ
パ―

ル
の
小
学
校
は
5
年
生
ま
で
で
あ
る
。
こ
れ
で
お
別
れ
か
と
思
う
と
心
が
痛
む
。

こ
の
時
の
卒
業
生
の
一
人
で
あ
る
ア
シ
ョ
ク
・
ポ
ウ
デ
ル
君
が
（2

0
1
7

年
現
在
）
留
学
生
と

し
て
福
岡
で
学
ん
で
い
る
。
些
少
だ
が
、
新
設
の
奨
学
制
度
に
よ
り
奨
学
金
を
交
付
す
る
。

中
学
の
部
、
高
校
の
部
増
設
を
決
定
。

か
ね
て
か
ら
の
懸
案
で
あ
り
、
留
保
し
て
き
た
中
学
（
6
年
生
～
8
年
生
）、
高
校
（
9
年
生

と
10
年
生
）
の
増
設
に
つ
い
て
、
現
地
学
校
運
営
委
員
会
（
Ｓ
Ｍ
Ｃ
）
と
協
議
を
重
ね
た
結
果
、

広
い
視
野
を
持
つ
人
材
の
育
成
が
ネ
パ
ー
ル
の
将
来
の
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
と
の
合
意
の
も

と
に
、
大
き
な
決
断
を
下
す
に
至
っ
た
。

5
月

2001
年　

1
月

4
月

8
月

2002
年　

2
月

12
月



中
学
の
部
、
6
年
生
ク
ラ
ス
の
ス
タ
ー
ト
。

こ
の
年
か
ら
ネ
パ
ー
ル
の
教
育
制
度
は
4
月
を
新
学
期
と
す
る
こ
と
に
な
る
。

学
校
名
も
「
福
岡
ニ
ル
マ
ル
ポ
カ
リ
学
校
」
に
変
更
す
る
。

　
　
　

も
う
一
つ
の
課
題
（
ニ
ル
マ
ル
ポ
カ
リ
村
の
村
お
こ
し
）

自
給
自
足
の
村
人
に
と
っ
て
、
や
が
て
立
ち
向
か
わ
ね
ば
な
ら
な
い
学
校
の
自
主
運
営
は
大
き

な
課
題
で
あ
る
。
当
初
の
約
束
通
り
10
年
を
経
れ
ば
原
則
的
に
学
校
は
自
分
た
ち
の
手
で
経
営

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
在
の
村
に
は
現
金
に
結
び
つ
く
特
産
品
も
な
い
し
、
そ
の

方
途
も
見
つ
か
ら
な
い
状
態
で
あ
る
。
村
と
村
人
に
現
金
収
入
の
道
を
見
つ
け
る
、
い
わ
ゆ
る

村
お
こ
し
を
ど
う
行
う
か
。

私
た
ち
も
様
々
な
検
討
を
行
っ
て
き
た
。
港
か
ら
遠
い
ネ
パ
ー
ル
で
は
、
輸
出
で
き
る
農
産
物

の
種
類
も
限
ら
れ
て
い
る
。
サ
フ
ラ
ン
の
栽
培
、
そ
ば
の
栽
培
、
養
鶏
、
養
豚
、
そ
し
て
行
き

着
い
た
の
が
コ
ー
ヒ
ー
の
生
産
で
あ
っ
た
。

新
し
い
産
業
と
し
て
の
コ
ー
ヒ
ー
栽
培
に
着
手
。

い
ば
ら
の
道
、
だ
が
希
望
へ
つ
な
が
る
道
を
歩
み
は
じ
め
る
。

コ
ー
ヒ
ー
の
苗
木
一
本
に
つ
き
5
ル
ピ
ー
（
日
本
円
で
8
円
）
を
農
民
自
身
が
負
担
し
、

205
世

帯
が
参
加
、6

0
0
0

本
の
苗
木
を
植
え
た
。
収
穫
ま
で
4
～
5
年
を
要
す
る
。
し
か
し
一
年
後
、

そ
の
半
数
は
枯
れ
果
て
た
。

生
産
者
に
よ
る
「
コ
ー
ヒ
ー
開
発
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
意
識
の
向
上
を
図
る
。

コ
ー
ヒ
ー
事
業
の
立
ち
上
げ
に
多
大
な
貢
献
を
行
っ
た
人
物
と
し
て
サ
ガ
ル
・
ラ
ー
ジ
ュ
・
シ
ャ

ル
マ
氏
の
名
前
を
挙
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
は
留
学
生
と
し
て
長
年
福
岡
に
居
住
し
、
福

岡
に
多
く
の
友
人
を
持
っ
て
い
る
。
現
在
は
カ
ト
マ
ン
ズ
大
学
の
助
教
授
と
し
て
活
躍
さ
れ
て

い
る
。
私
た
ち
の
学
校
建
設
と
運
営
に
つ
い
て
も
、
当
初
か
ら
助
言
と
協
力
を
惜
し
ま
な
か
っ

た
人
物
で
、
ネ
パ
ー
ル
振
興
会
の
理
事
も
つ
と
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

そ
の
彼
が
、
ニ
ル
マ
ル
ポ
カ
リ
村
の
コ
ー
ヒ
ー
栽
培
に
つ
い
て
、
ネ
パ
ー
ル
の
新
し
い
産
業
の

モ
デ
ル
に
な
る
と
注
目
し
、
ネ
パ
ー
ル
と
福
岡
と
の
架
け
橋
と
し
て
全
面
的
な
協
力
を
い
た
だ

い
て
い
る
。

2003
年　

4
月

2003
年　

6
月



シ
ャ
ル
マ
氏
に
よ
り
用
意
さ
れ
た
他
の
コ
ー
ヒ
ー
栽
培
地
の
視
察
チ
ー
ム
の
農
民
か
ら　

戸
惑

い
や
不
満
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
を
受
け
、
コ
ー
ヒ
ー
開
発
委
員
会
と
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
実
施
。

コ
ー
ヒ
ー
栽
培
に
対
す
る
村
人
の
不
安
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
「
コ
ー
ヒ
ー
栽
培
に
必
要
な

知
識
が
無
い
」
と
い
う
こ
と
で
、2

0
0
3

年
に
植
え
た6

0
0
0

本
の
う
ち
半
分
し
か
残
っ
て
い
な

い
点
に
つ
い
て
は
、
そ
の
理
由
と
し
て
「
穴
掘
り
や
肥
料
づ
く
り
の
指
導
が
な
か
っ
た
」、

「
シ
ェ
ー
ド
ツ
リ
ー
（
日
陰
を
つ
く
る
木
）
が
な
か
っ
た
」、「
現
地
の
専
門
家
の
指
導
が
不
十

分
だ
っ
た
」
と
い
う
も
の
で
、
日
本
側
に
対
し
て
技
術
指
導
の
要
請
が
あ
っ
た
。

コ
ー
ヒ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て
日
本
か
ら
キ
ョ
ー
ワ
ズ
珈
琲
の
一
刈
吉
房
氏
と
ボ
ル
カ

フ
ェ
の
角
谷
智
氏
に
ネ
パ
ー
ル
を
訪
問
し
て
い
た
だ
く
。
一
連
の
村
内
の
視
察
後
、
両
氏
か
ら

標
高1

0
0
0

米
の
こ
の
地
は
コ
ー
ヒ
ー
の
栽
培
環
境
に
最
適
で
あ
り
、
高
品
質
の
コ
ー
ヒ
ー
が

収
穫
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
と
の
評
価
を
い
た
だ
き
、
そ
の
上
に
生
産
品
の
買
い
取
り
に
つ
い

て
も
約
束
を
得
た
。

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
（JIC

A

）
が
草
の
根
技
術
協
力
事
業
と
し
て
採
択
。

事
業
名
「
カ
ス
キ
郡
ニ
ル
マ
ル
ポ
カ
リ
村
コ
ー
ヒ
ー
栽
培
に
よ
る
農
業
開
発
計
画
」、

期
間
3
年
、
事
業
規
模1

0
0
0

万
円
、
貯
水
タ
ン
ク
4
か
所
、
共
同
作
業
所
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
り
村
人
の
生
産
意
識
の
向
上
が
期
待
で
き
る
。

栽
培
農
家
は

375
世
帯
ま
で
拡
大
し
た
。

福
岡
ニ
ル
マ
ル
ポ
カ
リ
学
校
の
学
校
運
営
委
員
会
（
Ｓ
Ｍ
Ｃ
）
の
メ
ン
バ
ー
の
福
岡
訪
問
。

カ
マ
ル
会
長
、
バ
グ
ラ
ム
校
長
、
長
老
の
ド
ル
バ
氏
、
タ
ン
カ
氏
の
4
名
で
あ
る
。

福
岡
市
長
山
崎
広
太
郎
へ
の
表
敬
訪
問
。
福
岡
市
立
横
手
小
学
校
の
視
察
。
大
分
県
の
大
山
村

「
一
村
一
品
運
動
」
の
見
学
で
あ
る
。

2004
年　

8
月

8
月

11
月

2005
年　

1
月



ニ
ル
マ
ル
ポ
カ
リ
村
産
コ
ー
ヒ
ー
の
初
出
荷
。

150
キ
ロ
の
コ
ー
ヒ
ー
豆
が
初
め
て
福
岡
に
輸
入
さ
れ
た
。
キ
ョ
ー
ワ
ズ
珈
琲
社
の
一
刈
氏
の
手

に
よ
り
商
品
化
さ
れ
た
も
の
で
、
商
品
名
は
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
ン
ア
ラ
ビ
カ
」、「
一
杯
の
コ
ー
ヒ
ー

が
ネ
パ
ー
ル
の
子
供
の
笑
顔
に
」
を
キ
ャ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
博
多
大
丸
、
井
筒
屋
デ
パ
ー
ト
な
ど

の
店
頭
に
並
ん
だ
。

JE
T

R
O

（
日
本
貿
易
振
興
機
構
）
主
催
の
開
発
途
上
国
の
地
域
活
性
化
策
と
し
て
ニ
ル
マ
ル

ポ
カ
リ
村
の
コ
ー
ヒ
ー
が
採
択
さ
れ
、「
ヒ
マ
ラ
ヤ
ン
ア
ラ
ビ
カ
」
が
ネ
パ
ー
ル
の
一
村
一
品

と
し
て
成
田
、
羽
田
、
中
部
国
際
、
関
西
、
福
岡
の
各
空
港
ロ
ビ
ー
に
展
示
さ
れ
た
。

三
階
建
て
の
新
校
舎
が
落
成

博
多
東
ク
ラ
ブ
、
那
の
香
ク
ラ
ブ
は
も
と
よ
り
、
多
く
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
協
力
が
あ
り
、

そ
し
て
福
岡
市
市
立
幼
稚
園
連
盟
を
は
じ
め
多
く
の
団
体
、
市
民
有
志
の
ご
協
力
を
得
て
小
学

校
の
寄
贈
に
始
ま
っ
た
事
業
は
、
幼
稚
園
を
含
む
中
学
・
高
校
ま
で
学
べ
る
見
事
な
三
階
建
の

校
舎
と
な
っ
た
。
こ
の
と
き
ネ
パ
ー
ル
振
興
会
はN

H
K

プ
ラ
ネ
ッ
ト
の
協
力
を
得
て
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
を
制
作
し
た
。
そ
の
タ
イ
ト
ル
を
「
ネ
パ
ー
ル
の
光
と
夢
」
と
し
た
。

福
岡
ニ
ル
マ
ル
ポ
カ
リ
学
校
開
校
10
周
年
記
念
式
典
を
開
催
。

開
校
か
ら
10
年
目
に
当
た
る
今
年
、
主
体
はS

M
C

（
学
校
運
営
委
員
会
）
に
移
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
一
年
で
あ
る
。

式
典
は
福
岡
か
ら
30
名
の
参
加
。
元
駐
日
大
使
ケ
ダ
ル
・
マ
テ
マ
氏
を
来
賓
に
迎
え
、
厳
粛
に

執
り
行
わ
れ
た
。

北
九
州
小
文
字
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
結
成
35
周
年
記
念
式
典
の
記
念
品
と
し
て
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
ン

ア
ラ
ビ
カ
」
を
配
布
、
合
わ
せ
て
ネ
パ
ー
ル
振
興
会
に

100
万
円
の
寄
付
。

出
光
興
産
は
コ
ー
ヒ
ー
栽
培
事
業
へ
の
支
援
金
と
し
て
年
間

100
万
円
を
5
年
間
支
給
す
る
こ
と

を
決
定
。

2006
年　

4
月

5
月

7
月

2007
年　

1
月

2008
年　

4
月

10
月



奨
学
金
の
支
援
制
度
開
始

10
年
間
の
支
援
期
間
の
終
了
後
の
対
策
と
し
て
、
授
業
料
が
払
え
な
い
生
徒
を
対
象
に
、
年
間

で
30
万
円
を
５
年
間
に
限
り
支
援
す
る
こ
と
に
し
た
。

「
福
岡
ネ
パ
ー
ル
児
童
教
育
基
金
」
創
設

５
年
間
の
奨
学
金
支
援
制
度
の
終
了
を
う
け
、
教
育
基
金
を
立
ち
上
げ
る
。

第
一
次
基
金
と
し
て
ネ
パ
ー
ル
振
興
会
よ
り

250
万
円
を
拠
出
す
る
。

第
二
次JIC

A

事
業
が
ス
タ
ー
ト
。

事
業
名
「
ニ
ル
マ
ル
ポ
カ
リ
村
コ
ー
ヒ
ー
農
家
自
立
育
成
計
画
」
で
コ
ー
ヒ
ー
農
家

280
世
帯
を

ベ
ー
ス
に
「
コ
ー
ヒ
ー
農
業
協
同
組
合
」
を
設
立
し
、
生
産
者
が
自
主
的
に
、
自
立
的
に
生
産

活
動
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

生
産
目
標
、
5
年
後
10
ト
ン
（
グ
リ
ー
ン
ビ
ー
ン
で
）

任
期
を
終
え
た
篠
隈
名
誉
領
事
に
代
わ
っ
て
、
新
た
に
就
任
さ
れ
た
津
上
賢
治
氏
と
と
も
に
ネ

パ
ー
ル
を
訪
問
。
学
校
創
立
15
周
年
記
念
式
典
へ
の
参
加
も
兼
ね
て
い
る
。

津
上
氏
は
国
連
ハ
ビ
タ
ッ
ト
の
役
員
も
さ
れ
て
お
り
、
途
上
国
の
問
題
に
詳
し
く
、
学
校
や
コ
ー

ヒ
ー
農
園
を
興
味
深
く
見
て
回
ら
れ
た
。
氏
は
現
在
福
岡
空
港
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
社
長
と
し
て

多
忙
で
あ
る
。

記
念
式
典
は
シ
ャ
ン
グ
リ
ラ
ホ
テ
ル
の
中
庭
の
ホ
ー
ル
に
て
、
卒
業
生

100
名
以
上
の
参
加
の
も

と
、
ポ
カ
ラ
の
ガ
ン
ダ
キ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
も
お
招
き
し
て
盛
大
か
つ
和
や
か
に
行
わ
れ
た
。

「
福
岡
ニ
ル
マ
ル
ポ
カ
リ
学
校
職
員
年
金
基
金
」
の
創
設
。

質
の
高
い
職
員
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、
第
一
次
年
金
基
金
と
し
て
50
万
円
を
ネ
パ
ー
ル
振
興

会
の
拠
出
に
よ
り
積
み
立
て
る
。
以
後
、
松
浦
潔
様
、
阪
本
浩
生
様
、
緒
方
久
喜
様
、
小
坂
美

佐
子
様
な
ど
有
志
の
方
々
の
寄
付
金
が
基
金
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。

2009
年　

6
月

11
月

2013
年　

5
月

2014
年　

1
月



「
コ
ー
ヒ
ー
農
業
協
同
組
合
」
の
視
察

組
合
設
立
の
目
的
は
、
組
合
員
が
組
織
的
に
か
つ
自
主
的
に
栽
培
技
術
を
高
め
、
合
理
的
に
農

園
の
管
理
を
行
い
、
有
効
な
収
穫
に
つ
な
が
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。
組

合
の
活
動
如
何
が
コ
ー
ヒ
ー
栽
培
の
成
否
を
決
め
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
重
要
な
こ
と
は
、
第
二
次JIC

A

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
導
入
し
た
脱
穀
機
等
に
よ
る
製
品
化

で
あ
る
。
組
合
員
が
グ
リ
ー
ン
ビ
ー
ン
に
す
る
ま
で
の
工
程
を
マ
ス
タ
ー
し
て
、
付
加
価
値
の

高
い
商
品
と
し
て
、
直
接
海
外
に
輸
出
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
生
産
量
の
目
標
を

10
ト
ン
、
更
に
は
30
ト
ン
ま
で
も
っ
て
い
き
た
い
。

今
年
は
2
ト
ン
の
製
品
化
を
達
成
し
た
。

「
ネ
パ
ー
ル
大
地
震
」
の
発
生　

2
0
1
5

年
4
月
25
日
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7.8
の
大
き
な
地
震
が
ネ
パ
ー
ル
を
襲
っ
た
。
死
者

9
2
0
0

人
、
建
物
の
被
害
は
甚
大
で
、
カ
ト
マ
ン
ズ
盆
地
の
世
界
遺
産
に
も
大
き
な
被
害
が
生

じ
た
。
日
干
し
レ
ン
ガ
を
積
ん
だ
だ
け
の
建
物
の
多
い
ネ
パ
ー
ル
で
は
、
被
害
は
よ
り
大
き
く

な
っ
た
。
カ
ト
マ
ン
ズ
盆
地
の
西
北
部
に
位
置
す
る
ニ
ル
マ
リ
ポ
カ
リ
村
周
辺
は
、
壊
滅
的
被

害
は
免
れ
た
も
の
の
、
福
岡
ニ
ル
マ
ル
ポ
カ
リ
学
校
も
建
物
の
亀
裂
や
、
外
回
り
に
被
害
が
出

て
、
構
造
的
に
問
題
は
な
い
か
心
配
さ
れ
た
。
生
徒
や
そ
の
家
族
も
不
安
に
包
ま
れ
て
い
た
。

ネ
パ
ー
ル
振
興
会
に
対
し
、
多
方
面
か
ら
自
発
的
な
募
金
活
動
に
よ
り
集
め
ら
れ
た
浄
財
が
寄

せ
ら
れ
た
。

大
別
す
る
と
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
関
係
、
一
般
の
法
人
・
個
人
、
そ
れ
と
理
事
長
の
出
身
校
の

同
窓
会
で
あ
る
福
商
会
で
あ
っ
た
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
厚
情
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

被
害
状
況
の
視
察
。

学
校
の
被
災
状
況
の
確
認
と
復
旧
の
た
め
に
、
今
回
も
大
林
組
（
株
）
の
全
面
協
力
を
仰
ぎ
、

構
造
設
計
担
当
の
伊
藤
部
長
、
か
っ
て
の
留
学
生
で
現
在
大
林
組
の
施
工
管
理
技
術
者
と
し
て

活
躍
し
て
い
る
シ
ャ
レ
ス
ト
・
ス
ボ
ダ
氏
、
博
多
東
Ｌ
Ｃ
の
会
員
で
一
級
建
築
士
の
一
色
美
昭

が
現
地
に
飛
ん
で
い
た
だ
い
た
。
建
物
の
被
害
確
認
と
適
切
な
対
応
策
が
協
議
さ
れ
、
即
座
に

改
修
の
た
め
の
指
示
が
現
地
の
建
設
会
社
に
な
さ
れ
た
。

改
修
完
了
の
確
認
の
た
め
の
視
察
。

改
修
工
事
で
特
記
す
べ
き
は
、
日
本
か
ら
の
三
人
の
技
術
者
の
指
導
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部

位
に
鉄
筋
が
入
れ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
万
全
の
修
復
で
あ
っ
た
。
こ
れ
で
子
供
た
ち
は
、
安

心
し
て
授
業
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

2015
年　

4
月

11
月

2015
年　

6
月

　

7
月



2016
年　

6
月

11
月

10
月

第
99
回
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
大
会
が
福
岡
で
開
催
さ
れ
、
世
界
か
ら3

5
0
0
0

人
の
参
加

者
の
も
と
大
成
功
を
博
し
た
。

開
催
ホ
ス
ト
委
員
長
不
老
安
正
氏
の
決
断
に
よ
り
、
ネ
パ
ー
ル
コ
ー
ヒ
ー
が
、
日
本
の
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
協
力
の
成
果
と
し
て
大
会
の
記
念
品
の
一
つ
と
し
て
採
用
さ
れ
た
。

福
岡
ニ
ル
マ
ル
ポ
カ
リ
学
校
の
卒
業
生
デ
ィ
ル
・
マ
ヤ
さ
ん
が
留
学
生
と
し
て
福
岡
の
ア
ジ
ア

日
本
語
学
院
に
入
学
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

ネ
パ
ー
ル
振
興
会
は
、
理
事
で
あ
る
山
崎
広
太
郎
の
呼
び
か
け
で
「
福
岡
ニ
ル
マ
ル
ポ
カ
リ
学

校
」
の
卒
業
生
の
福
岡
へ
の
留
学
の
受
け
皿
と
し
て
、「
留
学
生
支
援
奨
学
基
金
制
度
」
を
創

設
し
た
。
マ
ヤ
さ
ん
は
そ
の
第
一
号
で
あ
る
。

毎
年
恒
例
と
な
っ
た
市
民
参
加
の
視
察
訪
問
団
が
、
今
年
も
ネ
パ
ー
ル
を
訪
問
し
た
。

　　
　
　
　

二
〇
一
七
年
四
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
博
多
東
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
五
十
周
年
式
典

　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
行
委
員
長　
　

山
崎　

広
太
郎
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